
​ツクルバ 2025年7月期 通期決算を発表​
​売上高、売上総利益、営業利益が過去最高値を更新​

​2026年7月期は売総20%増、営利35%増を見込む​

​当社は、本日2025年9月12日、2025年7月期 通期決算を発表しました。​
​詳細につきましては、添付のプレスリリースをご参照ください。​

​＊​

​以下プレスリリース​

​■2025年7月期 通期・第4四半期業績ハイライト​

​2025年7月期においては、カウカモ事業の規模拡大により、通期売上は8,099百万円（前期​
​比+48%）​、売上総利益は3,543百万円（前期比+25%）、営業利益は274百万円（前期比​
​+77%）と期初予想を超過して、それぞれ過去最高値を更新しました。​

​第4四半期においては、売上高は2,315百万円（前年同期比+35%）、売上総利益は971百万​
​円（前年同期比+36%）、営業利益は125百万円（前年同期比+144百万円*1）で着地しまし​
​た。当期に注力した集客強化の広告費用を計上しながら、営業黒字を拡大しました。​

​※1　前年同期が赤字のため増減額で表示​



​■2026年7月期 通期業績予想​

​2026年7月期の業績予想は、カウカモ事業の規模拡大により、売上高12,000百万円（前期比​
​+48%）、売上総利益4,260百万円（前期比+20%）を見込みます。販管費については、規模​
​拡大に伴う直接費用が増加しつつも、間接費用の抑制を継続した上で、2027年7月期以降の​
​継続的成長に向けた先行投資を実施します。結果、営業利益は370百万円（前期比+35%）​
​を計画しています。​

​なお、親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、税金費用について信頼性の高い数値を​
​的確に算出することが困難であることから、170百万円〜230百万円のレンジ形式にて開示​
​しております。​



​■中期的な成長イメージ​

​当社は、2025年7月期までの3年間で、売上総利益は約2倍（+約17億円）、営業損益を10億​
​円超伸長することができました。2026年7月期以降、増益の範囲で再投資を行い、継続的な​
​成長を目指します。​

​■一部インターネット上の発信情報に関する調査結果について​

​本日開示の「一部インターネット上の発信情報に関する調査結果のお知らせ」にて記載の通​
​り、社内調査委員会による調査報告書を受領し、代表取締役の異動及び再発防止策等を決定​
​いたしました。調査結果の概要については、適時開示をご覧ください。​



​■代表取締役の異動ならびに役員人事について​

​本日開催の取締役会にて代表取締役の異動および次期取締役候補者選任を決議いたしまし​
​た。今後、新たな経営体制のもと、より実効性のあるコーポレート・ガバナンス体制を構築​
​します。​



​■株式会社カウカモ工務店の設立について​

​カウカモ事業のサービス価値向上及び収益機会拡大に向けたバリューチェーンの拡張を目的​
​に、リノベーションの設計・施工を専門に行う子会社として「株式会社カウカモ工務店」を​
​2025年10月に設立予定です。​

​■詳細のご案内​
​詳細は、当社IRページ掲載の資料をご確認ください。​
​https://tsukuruba.com/ir​


